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垂直管内の液体の下端を加熱した場合、条件によっては内部の液体が激しく沸騰する突沸現象が生じるこ

とが知られている。このような現象はガイゼリングと呼ばれ、管路内で発生する不安定流動の 1 つである。

本研究は実験及び数値解析によって、ガイゼリングの基本的特性を明らかにすることを目的とした。 
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1. 緒言 

 ガイゼリング現象は管路内で起きる不安定流動の 1 つであり、工業配管で発生した場合急激な温度及び

圧力変動により機器の破損が起きる可能性があるため現象の解明が必要である。関連研究として、有冨ら

は自然循環炉の動特性に関連して並列流路内で発生する不安定流動を調べると共にガイゼリング現象にお

ける加熱量と周期性の相関について報告している。本研究では加熱量、容器内の圧力、冷却水の温度がガ

イゼリング現象に与える影響を、実験及び実験装置をモデルとした数値解析により明らかにした。 

2. 実験装置及び測定方法 

 実験装置の概要を Fig.1 に示す。主にガラス管及び下部沸騰容器、左部プレナムにより構成される。左部

プレナムによりガラス管内の初期水位を調節し、沸騰容器下端に設置したシースヒータを通電することで

実験を開始する。左部プレナムの温度は恒温槽で一定に保つ。沸騰容器下端より高さ 15cmに熱電対を設置

し沸騰容器内の温度を計測する。差圧計により沸騰容器下端からガラス管液面までの差圧を計測する。 

3. 実験及び計算結果 

 Fig.2 に本実験での温度及び差圧のデータを時系列で表したグラフを示す。実験条件は初期水位 H=1.7[m]、

冷却水温度 Tc=50[℃]、加熱量 Q は 600W 及び 800W を示す。グラフにおける温度及び圧力が急激に降下す

る時間帯でガイゼリングが観測される。実験モデルによる計算結果を Fig.3 に示す。温度上昇時の差圧変動

部分を除けば概ね実験結果と類似した傾向を示した。 

    

  Fig.1 Experimental equipment       Fig.2 Fluctuation temperature and pressure    Fig.3 Analysis data 

(H=1.7m,Tc=50[℃])        (Tc=50[℃],Q=800[W]) 
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